
vol.218

'20 月号

発行：おかやま酪農業協同組合
責任者：笹野　英明
津山市川崎94-1
☎（０８６８）26-1101

令和2年8月13日発行

8

優秀賞　教育長賞　里庄町立里庄東小学校２年　樽野　萌依
−絵の説明−　にぎやかに牛さんの牛乳をみんなで楽しく飲んでいます。飲むとハッピーな気持ちになります。

　令和元年度

「牛乳大好き！絵画コンクール」受賞作品



岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟
第
19
回
通
常
総
会
開
催

　

７
月
19
日
、岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟（
委

員
長　

松
﨑　

隆
）
は
「
第
19
回
通
常
総

会
」
を
お
か
や
ま
酪
農
協
本
所
３
階
大

ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

第
19
回
通
常
総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

防
止
対
策
に
よ
り
、
代
議
員
の
書
面
議
決

書
に
よ
る
総
会
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
松
﨑
委
員
長
は
冒
頭
挨

拶
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
の
た

め
書
面
議
決
で
の
総
会
と
な
っ
た
経
緯
及

び
令
和
元
年
度
活
動
の
総
括
に
つ
い
て
、

ご
来
賓
の
方
に
つ
い
て
も
列
席
を
辞
退
い

た
だ
い
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
議
案
に
つ
い
て
出
席
者
及

び
議
決
書
に
よ
り
、
令
和
元
年
度
運
動
報

告
並
び
に
収
支
決
算
の
件
、
令
和
２
年
度

運
動
方
針
と
収
支
予
算
案
の
件
、
会
費
賦

課
徴
収
の
件
、
役
員
手
当
支
給
に
関
す
る

件
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
の
件
、

中
央
委
員
選
任
の
件
に
つ
い
て
慎
重
審
議

さ
れ
、全
て
の
議
案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
役
員
の
改
選
で
は
、
新
委
員
長

に
備
北
支
部　

三
宅
穣
次
さ
ん
、
副
委
員

長
に
備
前
支
部　

山
本
一
司
さ
ん
、
備
南

支
部　

野
住
直
人
さ
ん
、
津
山
支
部　

小

村
雅
紀
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
中
央
委
員
に
は
三
宅
新
委
員
長
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
終
了
後
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
採

択
に
お
い
て
は
、
出
席
者
で
力
強
く
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
唱
和
し
ま
し
た
。

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

・
酪
農
基
盤
強
化
に
向
け
て
要
請
活
動
の

一
層
の
強
化
を
図
ろ
う

・
配
合
飼
料
価
格
安
定
制
度
の
更
な
る
充

実
を
図
ろ
う

・
生
乳
の
増
産
と
牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費

拡
大
と
理
解
醸
成
を
図
ろ
う

・
自
給
飼
料
生
産
を
拡
大
し
コ
ス
ト
低
減

を
図
ろ
う

・
県
内
後
継
牛
を
確
保
し
経
営
安
定
を
図

ろ
う

　

今
後
、
会
員
皆
様
の
貴
重
な
ご
意
見
、

ご
要
望
を
い
た
だ
き
な
が
ら
国
、
県
に
要

請
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
指

導
、
ご
協
力
願
い
ま
す
。

（
岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟　

事
務
局
）

三宅穣次新委員長

山本一司副委員長野住直人副委員長小村雅紀副委員長
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2013年版パーティクルセパレーター

図１　パーティクルセパレーターの振り方

表１　飼料片サイズの推奨値（NDS資料より引用）

5 5 5 5

① ② ③ ④

5 5 5 5

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 表２　大場真人教授の推奨値
（おからく酪農講演会資料より引用）

TMRのパーティクルサイズの推奨値
長（PSPS一段目：19㎜） ＜５％
中（PSPS二段目：８㎜） ＞50％
短（PSPS三段目：1.18㎜）推奨値なし
粉（PSPS底皿　　　　　　推奨値なし

ペ
ン
ス
テ
ー
ト
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
セ
パ
レ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

全
国
酪
農
業
協
同
組
合
連
合
会　

大
阪
支
所　

中
四
国
事
務
所　

瀧
本　

慎
也

は
じ
め
に

　

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

不
安
な
日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
一
日

で
も
早
く
収
束
す
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り

で
す
。

　

さ
て
、
今
回
は
粗
飼
料
や
Ｔ
Ｍ
Ｒ
の
粒

度
を
測
定
す
る
道
具
“
ペ
ン
ス
テ
ー
ト

パ
ー
テ
ィ
ク
ル
セ
パ
レ
ー
タ
ー
”
に
つ
い

て
概
要
を
簡
単
に
記
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
目
を
通
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

飼
料
（
Ｔ
Ｍ
Ｒ
）
の
粒
度
に
よ
っ
て
選

り
食
い
さ
れ
や
す
か
っ
た
り
、
ル
ー
メ
ン

ｐ
Ｈ
が
下
が
り
や
す
か
っ
た
り
す
る
た

め
、
適
正
な
粒
度
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

ペ
ン
ス
テ
ー
ト
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
セ
パ
レ
ー

タ
（
Ｐ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
）
と
は

　

ペ
ン
ス
テ
ー
ト
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
セ
パ

レ
ー
タ
ー
（
以
下
：
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
セ
パ

レ
ー
タ
ー
）
と
は
、
粗
飼
料
と
Ｔ
Ｍ
Ｒ
の

飼
料
断
片
の
大
き
さ
を
測
定
す
る
道
具

で
、
１
９
９
６
年
に
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア

州
立
大
学
で
開
発
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

２
０
１
３
年
版
の
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
セ
パ

レ
ー
タ
ー
は
物
理
的
有
効
繊
維
（
ｐ
ｅ
Ｎ

Ｄ
Ｆ
）
を
評
価
で
き
る
機
能
を
備
え
て
い

ま
す
。

パ
ー
テ
ィ
ク
ル
セ
パ
レ
ー
タ
ー
の
変
遷

　

１
９
９
６
年
の
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
セ
パ

レ
ー
タ
ー
は
19
㎜
ス
ク
リ
ー
ン
、
８
㎜
ス

ク
リ
ー
ン
、
受
け
皿
の
３
段
で
し
た
が
、

２
０
０
２
年
に
１
・
18
㎜
の
ス
ク
リ
ー
ン

が
追
加
さ
れ
４
段
に
な
り
ま
し
た
。
ス
ク

リ
ー
ン
サ
イ
ズ
が
１
・
18
㎜
の
理
由
は
、

１
・
18
㎜
の
飼
料
片
サ
イ
ズ
が
ル
ー
メ
ン

か
ら
流
出
す
る
境
界
値
と
い
う
研
究
結
果

を
参
照
に
し
た
た
め
で
す
。

　

し
か
し
、
後
の
デ
ー
タ
で
高
泌
乳
牛
に

当
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
高
泌
乳
牛
に
お
い
て
ル
ー
メ
ン
か
ら

の
流
出
す
る
境
界
値
は
１
・
18
㎜
よ
り
も

大
き
く
、
４
㎜
ま
で
の
範
囲
内
で
あ
る
こ

と
が
明
確
に
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

を
踏
ま
え
て
、
２
０
１
３
年
に
４
㎜
ス
ク

リ
ー
ン
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

に
重
要
な
要
素
で
す
。

　

お
か
ら
く
の
職
員
さ
ん
お
よ
び
全
酪
連

職
員
は
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
セ
パ
レ
ー
タ
ー
を

持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
飼
料
の
パ
ー
テ
ィ

ク
ル
サ
イ
ズ
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

写
真
が
２
０
１
３

年
版
パ
ー
テ
ィ
ク
ル

セ
パ
レ
ー
タ
ー
で
す

が
、
ス
ク
リ
ー
ン
サ

イ
ズ
お
よ
び
飼
料
片

サ
イ
ズ
の
推
奨
値
は

表
１
の
通
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
の
１
月
23
日

に
開
催
さ
れ
た
「
お

か
ら
く
酪
農
講
演

会
」
で
ア
ル
バ
ー
タ

大
学
の
大
場
真
人
教

授
は
Ｔ
Ｍ
Ｒ
の
推
奨

値
を
表
２
の
通
り
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

パ
ー
テ
ィ
ク
ル
セ
パ

レ
ー
タ
ー
の
操
作
方

法
　

生
産
者
の
皆
さ
ま

が
使
用
す
る
機
会
は

少
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
参
考
と
し
て
操

作
方
法
に
つ
い
て
記

載
い
た
し
ま
す
。

　

図
１
の
よ
う
に
１

方
向
に
５
回
振
っ

て
、
90
度
回
転
さ
せ

ま
す
。
こ
れ
を
８

セ
ッ
ト
（
40
回

振
る
）
行
い
ま

す
。
振
る
速
度

は
約
１
・
１
回

／
秒
で
ス
ト

ロ
ー
ク
の
長
さ

17
㎝
で
振
る
こ

と
が
推
奨
さ
れ

て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

今
回
は
、
粗

飼
料
や
Ｔ
Ｍ
Ｒ

の
粒
度
を
測
定

す
る
ペ
ン
ス

テ
ー
ト
パ
ー

テ
ィ
ク
ル
セ
パ

レ
ー
タ
ー
に
つ

い
て
書
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

冒
頭
に
も
記

載
し
た
通
り
、

飼
料
が
適
切
な

粒
度
で
あ
る
こ

と
は
乳
牛
の
飼

養
管
理
上
非
常

スクリーン スクリーン孔径 飼料片の大きさ（パーティクルサイズ）コーンサイレージ ヘイレージ TMR
最上段 0.75インチ（19㎜） ＞0.75インチ（＞19㎜） ３〜８％ 10〜20％ ２〜８％
中　段 0.31インチ（８㎜） 0.31〜0.75インチ（８〜19㎜） 45〜65％ 45〜75％ 30〜50％
下　段 0.16インチ（４㎜） 0.16〜0.31インチ（４〜８㎜） 20〜30％ 30〜40％ 10〜20％

最下段の箱（ボトムパン） ＜0.16インチ（＜４㎜） ＜10％ ＜10％ 30〜40％
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（
公
財
）岡
山
県
農
林
漁
業
担
い
手
育
成

財
団
で
は
、
農
業
経
営
相
談
所
を
岡
山
市

東
区
竹
原
の
「
三
徳
園
」
に
設
置
し
、
農

業
経
営
の
法
人
化
、
規
模
拡
大
、
６
次
産

業
化
、
会
計
・
経
理
、
労
務
管
理
、
経
営

継
承
な
ど
、
農
業
経
営
に
係
る
各
種
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

農
業
経
営
相
談
所
で
は
、
窓
口
で
の
経

営
相
談
や
専
門
家
の
派
遣
に
よ
る
経
営
診

断
、
経
営
戦
略
策
定
、
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

の
支
援
を
無
料
で
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
積
極
的
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

１
．窓
口
相
談

　

岡
山
県
農
業
経
営
相
談
所

　

岡
山
市
東
区
竹
原
５
０
５（
三
徳
園
内
）

　

☎
０
８
６
─
２
９
７
─
２
０
１
６

※
中
小
企
業
診
断
士
が
週
１
回
程
度
駐
在

し
て
い
ま
す
。

　
（
サ
テ
ラ
イ
ト
窓
口
）

　
（
公
財
）岡
山
県
農
林
漁
業

担
い
手
育
成
財
団

　

岡
山
市
中
区
古
京
町
１
─
７
─
36

（
旧
三
光
荘
４
階
）

　

☎
０
８
６
─
２
２
６
─
７
４
２
３

２
．専
門
家
派
遣

　

専
門
家
の
派
遣
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
農
業
経
営
相
談
所
や
最
寄
り
の
農
業

普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
、
県
民
局
の
畜
産

班
、
Ｊ
Ａ
等
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
登
録
専
門
家
は
、
農
業
経
営
相
談
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

３
．ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

農
業
経
営
相
談
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
内
容
を
拡
充
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://ninaiteokayam
a.or.jp/

sodansho/

岡
山
県
農
業
経
営
相
談
所
に
つ
い
て

★材　料（600㎖容器１個分）
　プレーンヨーグルト…300ｇ
　甘酒……………………100ｇ
　牛乳……………………100㏄
　粉ゼラチン……………10ｇ
　フルーツソース
　いちご…………………100ｇ
　はちみつ………………大さじ６

★免疫力アップには
・腸内環境を整えること。免疫細胞の60％は腸にいると言われています。　　
・腸内の免疫細胞を活性化できる食べ物を摂っているか否かで、免疫力を大きく左右します。免疫細胞の活性化には、腸内の善玉菌を増やすこと。（乳酸菌など）
・善玉菌を増やすには、善玉菌のえさになる食品を摂ること。（発酵食品…等）
・発酵食品を作る菌は、乳酸菌の他に麹菌・酵母菌・酢酸菌・納豆菌等があります。日本人は昔から発酵食品を摂ることで免疫力を高めていました。
・発酵食品には、味噌・醤油・酢・納豆・糠漬け・沢庵・チーズ・ヨーグルト・キムチ・日本酒・ビール・焼酎・ワイン・鰹節
そして、体を冷やさない・良い睡眠・適度な運動・イライラしない　です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（作州薬膳　　管理栄養士　久保敦子先生）

★作り方
①ボールにヨーグルト・甘酒・牛乳を入れ、泡立て器
で滑らかになるまで混ぜる。
②粉ゼラチンをお湯でふやかす。
③①と②を混ぜ合わせ、保存容器に入れ冷蔵庫で、２
～３時間冷やし固める。
④耐熱容器にいちごを入れ、ふんわりとラップをかけ、
500Ｗで２分位加熱取り出し、スプーンなどでつ
ぶし、はちみつを加える。　
（注：１歳未満の赤ちゃんには、はちみつは与えない
でください）
⑤③が固まったら、容器に適量取り、④のソースを好
みでかける。

レアチーズケーキ
（目的：腸活・腸内環境改善・免疫力アップ）

牛乳を使ったアレンジレシピ
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７
月
７
日
、
勝
央
町
の
吉
野
酪
農
女
性

部
の
３
名
が
鏡
野
ク
ー
ラ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
見
学
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

昔
は
勝
央
町
の
吉
野
地
区
に
は
多
く
の

酪
農
家
が
あ
り
、
女
性
部
の
活
動
も
活
発

な
地
区
で
し
た
。
現
在
女
性
部
は
５
人
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
抗
生
物
質
が

誤
っ
て
入
っ
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
検
査

し
て
ほ
し
い
と
急
遽
Ｃ
Ｓ
に
走
っ
た
こ
と

は
あ
る
け
ど
、
中
の
施
設
を
見
た

こ
と
が
な
い
の
で
、
見
学
さ
せ
て

ほ
し
い
」と
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　

集
乳
車
が
帰
っ
て
く
る
と
、
サ

ン
プ
ル
を
採
り
、
抗
生
物
質
、
細

菌
数
、
体
細
胞
数
、
血
乳
を
検
査

し
全
部
Ｏ
Ｋ
な
ら
ば
受
け
入
れ
を

し
ま
す
。
そ
れ
を
１
℃
ま
で
冷
や

し
大
き
な
タ
ン
ク
に
入
れ
保
管
し

ま
す
。
そ
し
て
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

に
積
み
込
み
、
翌
日
に
は
乳
業

メ
ー
カ
ー
に
届
け
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
吉
野
地
区
は
Ｐ
Ｈ
Ｃ
Ｆ
牛
乳

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
で
、
集

乳
後
は
冷
却
し
、
送
乳
車
へ
積
み

込
み
昼
過
ぎ
に
は
神
戸
の
工
場
へ

到
着
し
ま
す
。
等
々
説
明
を
し
、

施
設
内
に
あ
る
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

の
積
込
場
、
５
本
の
貯
乳
タ
ン

ク
、
集
乳
車
の
タ
ン
ク
内
を
洗
う

洗
車
場
な
ど
を
い
ろ
い
ろ
と
説
明

　

７
月
13
日
、『
お
か
や
ま
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

利
用
組
合
総
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

議
案
事
項
に
つ
き
ま
し
て
は
、
慎
重
な

審
議
の
う
え
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
な
る
ヘ
ル
パ
ー
制
度
の
充
実
と
強

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
支
援
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

役
員
改
選

組
合
長

　

石
原　

保
博
さ
ん
（
津
山
地
区
）

副
組
合
長

　

藤
本　
　

実
さ
ん
（
西
大
寺
地
区
）

　

立
田　

豊
常
さ
ん
（
蒜
山
地
区
）

監　
　

事

　

武
内　

秀
樹
さ
ん
（
備
南
地
区
）

　

廣
金　

良
昭
さ
ん
（
び
ほ
く
地
区
）

ヘ
ル
パ
ー
傷
病
時
利
用
互
助
積
立
金
の
変

更
に
つ
い
て

　

傷
病
時
利
用
対
象
者
１
名
に
つ
き
６
，

５
０
０
円
／
年
額
（
変
更
前　

７
，

５
０
０
円
／
年
額
）

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
規
約
の
改
正
（
昼
給

餌
料
金
）
に
つ
い
て

　

３
，０
０
０
円
／
回
／
人
（
変
更
前　

給
餌
頭
数
20
頭
ま
で
２
，０
０
０
円
／
回

／
人
、21
頭
以
上
３
，０
０
０
円
／
回
／
人
）

ヘ
ル
パ
ー
利
用
拡
大
奨
励
措
置
の
対
象
変

更
に
つ
い
て

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
遠
く
に
行
か
な
く
て
も
と
て
も
有
意

義
な
研
修
だ
っ
た
」「
来
て
よ
か
っ
た
」

「
も
っ
と
早
く
見
に
来
れ
ば
よ
か
っ
た
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

見
学
希
望
の
方
は
、
生
乳
課
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
職
員
が
一
生
懸
命
説
明
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
生
乳
課
）

　

飼
養
頭
数
10
頭
以
下
の
農
家
（
乳
牛
経

産
牛
及
び
６
カ
月
以
上
の
和
牛
頭
数
の

計
）（
変
更
前　

成
牛
頭
数
10
頭
以
下
の

農
家
（
経
産
牛
頭
数
））

（
生
産
支
援
課
）

鏡
野
ク
ー
ラ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
見
学

お
か
や
ま
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
総
会
開
催

鏡野クーラーステーション施設内部

総会のようす
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中
国
四
国
酪
農
大
学
校
は
、
酪
農
に
関
す
る

経
営
感
覚
と
確
か
な
技
術
を
持
ち
、
地
域
に
貢

献
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
専
修
学
校
で
す
。

　

２
年
間
の
修
学
期
間
中
に
、
酪
農
経
営
に
必

要
な
各
種
資
格
の
取
得
や
全
国
の
先
進
農
家
で

の
長
期
研
修
を
行
い
、
実
践
的
知
識
・
技
術
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
募
集
人
員　

　

30
名
以
内 

（
男
女
共
学　

全
寮
制
）

◆
修
学
期
間

　

２
カ
年

◆
受
験
資
格

　

高
等
学
校
を
卒
業
、ま
た
は
卒
業
見
込
み（
令

和
３
年
３
月
）
の
方
、
ま
た
は
高
等
学
校
卒
業

と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
校
長
が
認
め

た
方

◆
試
験
日
（
募
集
期
間
）

・
推　
　

薦

　

10
月
23
日
㈮
、
26
日
㈪

（
10
月
１
日
㈭
～
15
日
㈭
）

・
一
般
１
次

　

12
月
７
日
㈪
（
11
月
９
日
㈪
～
20
日
㈮
）

・
一
般
２
次

　

３
月
２
日
㈫
（
２
月
１
日
㈪
～
18
日
㈭
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
財
団
法
人
中
国
四
国
酪
農
大
学
校

　

〒
７
１
７
─
０
６
０
４

　

岡
山
県
真
庭
市
蒜
山
西
茅
部
６
３
２

　

☎
０
８
６
７
─
６
６
─
３
６
５
１

　

6
０
８
６
７
─
６
６
─
３
６
５
２

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w

w
.rakudai.ac.jp

　

メ
ー
ル　

info@
rakudai.ac.jp

　

農
業
大
学
校
は
、
将
来
農
業
経
営

を
目
指
す
人
や
農
業
に
関
心
の
高
い

人
が
、
実
践
教
育
を
通
し
て
、
農
業

の
技
術
と
知
識
を
身
に
つ
け
る
教
育

施
設
で
す
。
園
芸
課
程
と
畜
産
課
程

が
あ
り
、
２
年
制
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
岡
山
県
農
業
水
産
総

合
セ
ン
タ
ー
農
業
大
学
校
、
も
し
く

は
最
寄
り
の
農
業
普
及
指
導
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◆
募
集
人
員　

　

35
名

◆
修
学
期
間

　

２
カ
年

◆
受
験
資
格

　

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
（
令

和
３
年
３
月
末
卒
業
見
込
み
を
含

む
）、
及
び
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学

力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
等

◆
願
書
受
付

・
推　
　

薦

　

８
月
26
日
㈬
～
９
月
９
日
㈬

・
一
般
入
試
（
前
期
）

　

10
月
14
日
㈬
～
28
日
㈬

・
一
般
入
試
（
後
期
）

　

１
月
４
日
㈪
～
13
日
㈬

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
農
業
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー

農
業
大
学
校

　

〒
７
０
１
─
２
２
２
３

　

岡
山
県
赤
磐
市
東
窪
田
１
５
７

　

☎
０
８
６
─
９
５
５
─
０
５
５
０

　

メ
ー
ル　

nousou-noudai@
pref.okayam

a.lg.jp

令和３年度中国四国酪農大学校学生募集

令和３年度農業大学校学生募集

- 1 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 
 

令和３年度入学 

学 生 募 集  

岡山県農林水産総合センター農業大学校 

表紙デザイン/竹森 涼華  

標語/浅野 真弥 

問 合 せ 先

　岡山県農林水産総合センター　農業大学校

　〒701-2223　岡山県赤磐市東窪田157
   Tel 086-955-0550  Fax086-956-0090

　E-mail：nousou-noudai@pref.okayama.lg.jp

教 育 課 程
及び

修 業 年 限

課 程 専 攻 コ ー ス 修 業 年 限

園  　芸 果 　樹　 ・　野　 菜　・　花　 き
２年

畜 　 産 和 　牛　　　　　　　　　　　　　

募 集 人 員 35名 受 験 料 無 料

受 験 資 格
　高等学校を卒業した者（令和３年３月卒業見込みの者を含む）

　上記と同等以上の学力があると認められる者等

一 般 前 期 　令和２年10月14日(水)～10月28日(水) 　令和２年11月13日(金)

一 般 後 期 　令和３年１月４日(月)～１月13日(水) 　令和３年１月27日(水)

入 試 区 分 願 書 受 付 試 験 日

推　　　　薦 　令和２年８月26日(水)～９月９日(水) 　令和２年９月26日(土)
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●

●

●

ひ

ろ

ば

　

暑
い
日
が
続
き
ま
す
。
湿
度
も
高

く
、
日
中
だ
け
で
な
く
夜
も
過
ご
し
に

く
い
日
も
あ
り
ま
す
。
熱
中
症
に
は
十

分
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

消
防
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
熱

中
症
に
よ
る
救
急
搬
送
は
、

令
和
元
年

　
（
全
国
）
７
，３
８
１
人

　
（
岡
山
）
２
２
２
人

令
和
２
年

　
（
全
国
）
９
，２
２
１
人

　
（
岡
山
）
２
０
３
人

だ
そ
う
で
す
。（
６
／
１
～
７
／
19
の

数
値
）

　

気
温
の
高
い
日
中
（
10
時
～
14
時
）

は
で
き
る
だ
け
屋
外
で
の
作
業
を
避
け

る
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
田
畑
で
作
業
が
こ
の
時
間
帯
に
限

ら
れ
る
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
。
作
業
さ
れ
る
場
合
は
、
十
分

な
対
策
を
と
っ
た
う
え
で
行
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

服　

装

・
麦
わ
ら
帽
子
（
つ
ば
の
広
い
帽
子
）

・
メ
ッ
シ
ュ
素
材
の
通
気
性
の
良
い
服

な
ど

・
多
め
の
飲
み
物
（
麦
茶
、
ス
ポ
ー
ツ

ド
リ
ン
ク
な
ど
）

　

帽
子
は
麦
わ
ら
帽
子
が
推
奨
さ
れ
て

い
ま
す
。
通
常
の
帽
子
で
は
陰
に
な
ら

な
い
、
首
の
裏
に
日
が
差
す
の
を
防

ぎ
、
首
元
の
涼
感
を
維
持
し
て
く
れ
ま

す
。
通
気
性
も
よ
い
の
で
、
頭
の
汗
が

蒸
発
し
や
す
く
、
熱
気
が
こ
も
る
の
を

防
ぎ
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
帽
子
を
か
ぶ

る
場
合
は
、
定
期
的
に
帽
子
を
脱
い
で

頭
の
熱
を
蒸
発
さ
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。

　

服
は
通
気
性
・
吸
汗
性
・
速
乾
性
の

良
い
も
の
が
お
す
す
め
で
す
。
最
近
で

は
着
る
だ
け
で
涼
し
い
肌
着
な
ど
も
多

く
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
分
補
給
は
“
定
期
的
に
”
行
っ
た

ほ
う
が
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
の

ど
が
渇
い
て
か
ら
飲
む
」
で
は
な
く
、

「
20
分
か
ら
30
分
ご
と
に
休
憩
し
な
が

ら
飲
む
」
こ
と
が
大
切
で
す
。（
の
ど

の
渇
き
を
感
じ
た
時
点
で
体
は
す
で
に

脱
水
状
態
で
す
）
汗
を
か
く
と
、
水
分

と
と
も
に
塩
分
な
ど
も
失
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
ら
を
補
給
で
き
る
飲
み
物
と
し
て

麦
茶
、
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
が
推
奨
さ
れ
て

い
ま
す
。
た
だ
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

に
関
し
て
は
糖
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い

る
も
の
も
あ
る
た
め
、
そ
の
点
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。「
凍
ら
せ
て
飲
む
麦
茶
」

な
ど
も
売
っ
て
お
り
、
凍
ら
せ
て
お
け

ば
休
憩
時
に
保
冷
剤
代
わ
り
に
体
を
冷

や
す
の
に
も
使
え
て
便
利
で
す
。

「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら

　

熱
中
症
の
主
な
症
状
は
次
の
通
り
で

す
。

・
め
ま
い
、
吐
き
気
が
す
る

・
頭
痛
が
す
る

・
体
、
顔
の
ほ
て
り

・
手
足
が
し
び
れ
る
、
冷
た
い

・
足
が
つ
る
、
筋
肉
の
け
い
れ
ん

・
体
が
だ
る
い

・
汗
が
と
ま
ら
な
い
、
汗
が
出
な
い

　

少
し
で
も
体
の
異
常
を
感
じ
た
ら
、

す
ぐ
に
休
憩
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
涼
し
い
場
所
に
避
難
す
る

②
水
分
補
給
を
行
う

③
服
を
ゆ
る
め
、
風
通
し
を
よ
く
す
る

④
水
を
か
ぶ
る
。
体
（
首
筋
、
わ
き
の

下
、
足
の
付
け
根
）
を
氷
な
ど
で
冷

や
す

　

普
段
か
ら
農
作
業
に
従
事
し
て
い
る

方
が
、
熱
中
症
に
か
か
る
事
例
も
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。「
毎
年
や
っ
て
い
る

か
ら
大
丈
夫
」
と
思
わ
ず
、
今
一
度
ご

留
意
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
近

年
の
気
候
の
変
化
は
す
さ
ま
じ
い
も
の

を
感
じ
ま
す
。
そ
れ
に
負
け
る
こ
と
な

く
、
今
年
の
夏
を
乗
り
切
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
願
い
ま
す
。

熱　

中　

症
（
津
山
支
所　

Ｈ
）

編
集
者
の
つ
ぶ
や
き

　

今
年
の
長
～
い
梅
雨
が
や
っ
と
明
け
ま

し
た
。

　

そ
れ
ま
で
の
７
月
は
、
梅
雨
前
線
の
停

滞
に
よ
り
豪
雨
と
な
り
、
全
国
各
地
で
大

き
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た

皆
様
に
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
度
は
暑
い
夏
の
到
来
で
、

熱
中
症
へ
の
注
意
と
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
と
、
気
を
付
け
な
け
れ
ば
い

け
な
い
日
々
が
続
き
そ
う
で
す
。「
免
疫

力
」
ア
ッ
プ
の
た
め
牛
乳
を
飲
ん
で
、
乳

製
品
を
食
べ
、
し
っ
か
り
タ
ン
パ
ク
質
を

と
り
な
が
ら
、ス
ト
レ
ス
を
た
め
ず
、刈
っ

て
も
刈
っ
て
も
、
そ
れ
に
負
け
ず
成
長
し

て
い
く
田
畑
の
雑
草
の
よ
う
に
元
気
に
夏

を
過
ご
し
た
い
で
す
ね
。

　

お
か
ら
く
も
提
供
を
行
っ
て
い
る
Ｒ
Ｓ

Ｋ
テ
レ
ビ
「
笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予
報
」
の

視
聴
者
感
想
で
、「
酪
農
家
さ
ん
は
、
毎

日
休
み
な
く
命
と
向
き
合
っ
た
お
仕
事
な

ん
だ
な
ー
と
、
大
変
な
ん
だ
な
ー
と
思
い

ま
し
た
。
消
費
者
と
し
て
、
地
産
地
消
で

応
援
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
」（
高
松
市
・

女
性
）「
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
っ
て
酪
農

家
も
大
変
だ
と
知
り
ま
し
た
。
先
日
よ
り

豆
乳
を
牛
乳
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
小
さ

な
応
援
で
す
が
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

（
60
代
・
女
性
）

　

こ
の
よ
う
な
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
消
費
者

の
皆
様
に
は
、「
こ
れ
か
ら
も
酪
農
家
へ

の
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
お

伝
え
し
た
く
な
り
ま
し
た
。

（
Ｎ
）
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お
　
　
礼

　

こ
の
た
び
、真
庭
市　

長
尾　

太
志
・
涼
子
様
よ
り
結
婚
祝
い
返
戻
金
と
し
て
、

真
庭
市　

御
船　

常
子
様
、
岡
山
市
東
区　

木
津
登
志
子
様
よ
り
見
舞
返
戻
金
と

し
て
、（
一
財
）
お
か
ら
く
教
育
振
興
会
に
金
一
封
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

事
業
主
旨
に
従
い
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

事

報

理

会

告

　

令
和
２
年
７
月
３
日
、
第
２
３
４
回
理

事
会
を
理
事
11
名
、
監
事
３
名
が
出
席

し
、
開
催
し
た
。

　

岡
田
組
合
長
よ
り
畜
魂
祭
の
開
催
及
び

酪
農
一
般
情
勢
等
に
つ
い
て
報
告
さ
れ

た
。

　

そ
の
後
、
次
の
事
項
を
協
議
し
、
決
定

し
た
。

○
令
和
２
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策

　

令
和
２
年
度
５
月
の
生
乳
需
給
安
定
化

対
策
の
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

○
定
例
監
事
監
査
の
結
果
に
対
す
る
回
答

　

令
和
元
年
度
決
算
に
係
る
監
事
監
査
報

告
に
対
す
る
回
答
を
監
事
に
報
告
し
た
。

○
第
７
回
通
常
総
会
へ
向
け
て
の
意
見
取

り
ま
と
め

　

総
会
へ
の
意
見
に
対
す
る
回
答
を
次
回

理
事
会
へ
提
出
し
、
回
答
を
農
家
へ
送
付

す
る
こ
と
と
し
た
。

○
出
資
減
資
の
申
し
込
み

　

酪
農
廃
業
の
た
め
、
や
む
な
く
出
資
減

口
の
申
し
込
み
を
承
認
し
た
。

○
ヘ
ル
パ
ー
職
員
就
業
規
則
の
一
部
改
正

　

酪
農
経
営
安
定
化
支
援
の
補
助
対
象
経

費
の
算
定
方
法
の
変
更
に
伴
い
、
燃
料
費

の
上
限
価
格
の
算
定
方
法
の
変
更
を
決
定

し
た
。

○
バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
洗

浄
助
成

　

暑
熱
対
策
と
し
て
、
バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー

の
洗
浄
に
対
し
、
洗
浄
経
費
の
２
分
の
１

（
上
限
１
万
円
）
を
助
成
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。

○
令
和
２
年
度
全
戸
巡
回
の
実
施

　

全
戸
巡
回
の
日
程
、
班
編
成
、
巡
回
者

を
協
議
し
、
決
定
し
た
。

○
職
員
の
夏
季
手
当
支
給
等

　

令
和
２
年
度
職
員
の
夏
季
手
当
支
給
等

を
決
定
し
た
。

○
報
告
事
項

　

定
例
監
事
監
査
の
日
程
、
岡
山
県
農
林

水
産
部
組
合
指
導
課
常
例
検
査
、
第
15
回

全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
の
中
止
決

定
、
資
産
自
己
査
定
結
果
総
括
表
、
全
酪

協
令
和
２
年
度
欧
州
酪
農
視
察
研
修
、
米

国
・
カ
ナ
ダ
酪
農
視
察
研
修
の
中
止
、
経

営
継
続
補
助
金
等
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

人
　
　
事

退　

職
（
令
和
２
年
７
月
31
日
付
）

　

森
元
あ
ゆ
み
（
臨
時
）

　
　
（
事
業
本
部　

購
買
課
・
津
山
Ｓ
Ｐ
）

　

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

牛
の
御
霊
を
祀
る

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
次
の
共
進
会
は
全
て
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

・
第
18
回
津
山
支
所
乳
牛
共
進
会

・
第
16
回
び
ほ
く
地
区
乳
牛
共
進
会

・
第
２
回
瀬
戸
内
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

・
第
60
回
蒜
山
地
区
乳
牛
共
進
会

・
第
18
回
勝
英
地
域
畜
産
共
進
会

　

７
月
３
日
、
お
か
や
ま
酪
農
協
の
鎮
魂

碑
の
前
で
「
畜
魂
祭
」
を
執
り
行
い
ま
し

た
。

　

津
山
市
一
宮
の
中
山
神
社
の
横
林
神
官

を
お
迎
え
し
、
お
か
や
ま
酪
農
協
役
職
員

を
は
じ
め
、
オ
カ
ラ
ク
ミ
ー
ト
㈱
の
出
席

を
い
た
だ
き
、
数
々
の
牛
の
御
霊
を
鎮
め

る
た
め
、
お
祓
い
を
し
て
い
た
だ
き
、
牛

の
御
霊
に
感
謝
を
い
た
し
ま
し
た
。

（
流
通
課
）

牛の御霊に感謝
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生乳販売量（令和２年度）

7，0００

7，５００

8，０００

8，５００

9，０００
ｔ

購買取扱数量（令和２年度）生乳販売量（令和元年度） 購買取扱数量（令和元年度）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
5，0００

5，５００

6，0００

6，５００

７，0００
ｔ

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

お か ら く 事 業 実 績

1t＝0.0281t＝0.028

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

４～６

４～６

全 国

岡山県

北海道

月

６

６

６

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
生　産
101.1
101.5
112.0
112.1
101.6

飲　用
101.8
98.0

112.4
112.2
105.6

その他
96.2
94.8
81.1
90.9
96.2

地 域 生産量（トン) 乳製品
104.7
116.6
111.7
119.7
105.3

５９５，１５７
１，８２１，３７４

８，２８３
２５，７０２
３３８，３０３

６２４,７９７
１,２２６,２１７

８,８２２
１７,４１８
３４８,２４４

３３１，５４８
９２７，９８８
８，０８２
２４，４４０
８９，１９６

１２６，９５５
４８２，５０８

１１５
９５２

１１７，１８２

１３６，６５４
４１０，８７５

８６
３０９

１３１，９２５

5,529
5,531

8,302

7,385

　

７
月
に
つ
い
て
は
、
一
部
秋
分
娩
に
対
す
る
需
要
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
暑
熱
事
故

へ
の
警
戒
感
か
ら
、
平
均
価
格
は
70
万
１
千
円
（
前
月
比
１
万
５
千
円
安
）
と
相
場
は

弱
含
み
で
推
移
し
ま
し
た
。

　

８
月
に
つ
い
て
は
、
秋
分
娩
の
導
入
需
要
は
見
込
ま
れ
る
が
、
出
回
り
頭
数
の
増
加

も
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
相
場
は
持
ち
合
い
で
推
移
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

北
海
道
初
妊
牛
価
格

８月の主な行事

４日　西大寺地区農家巡回訪問

５日　定例監事監査（～６日）

７日　勝英地区農家巡回訪問

19日　びほく地区農家巡回訪問

20日　備南地区農家巡回訪問

21日　管理職会議

25日　真庭地区農家巡回訪問

26日　津山地区農家巡回訪問

28日　理事会
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